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松代群発地震：最初の２つのピークは指数減衰，
最後はベキ減衰（余震減衰に類似）
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まとめ

• 物性が同一でも，
環境（応力や強度）が異なると，
地震発生数が指数減衰したり，
余震のようにべき乗減衰することもある．
これが見事に再現された．

• 熱拡散に伴う応力変化は，岩盤中の間隙
水圧の拡散に伴うものと同じ．
震源の物理を炊飯器で見ることができた．
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